
発　行

鳥取県子ども家庭育み協会

広報委員会

第32・33合併号県育協だより
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コ ロ ナ 禍 の 中 で

鳥取県子ども家庭育み協会 会長　大　橋　和　久　

　2020年は新型コロナウィルスのパンデミック

（感染症の世界的流行）の年となりました。日

本でもクラスター（集団感染）が発生する中で、

緊急事態宣言をはじめ、日常生活や経済活動、

行動様式までも社会的な制約が求められ、「新

しい生活様式」として多くの変化が求められま

した。保育園や認定こども園、幼稚園でも登園

自粛要請など多くの制限の下、教育・保育環境

に大きな変化がありました。緊急事態宣言時に

おける登園自粛をはじめ日々の生活の変化や行

事などのイベントの減少、集団活動の制約、３

密を避けるためのソーシャルディスタンスを確

保した保育など、本来子どもが集団生活で発達

を遂げるための因子を阻害する方向で推移して

いるように思えてなりません。これらはおよそ

保育園、認定こども園では従来では考えられな

いような子どもたちにとって園でのそぐわない

生活を強いることになりました。

　しかし、榊原洋一氏（お茶の水大学名誉教

授）はコロナ禍の教育・保育環境の変化への影

響に警笛を鳴らしています。榊原名誉教授は昨

年10月にオンラインで開催されたフォーラムの

中で、臨床で発達障害の子どもたちを診てきた

小児科医の立場からコロナ禍においても一律に

大人と子どもを同等に位置づける必要はなく、

コロナ禍における教育・保育を科学的に検証

し、今何が重要で何をすべきか訴えています。

また、海外での子どもの感染データを紹介し、

新型コロナ感染症の世界的流行が始まって一定

期間経過し判ってきたことの中で、乳幼児期の

子どもたちは世界的にみても感染しにくく、重

症化や死亡例はほとんど無く「子どもは新型コ

ロナウィルスに強い」という事実を踏まえたう

えで「長い人生からみると短時間かもしれない

が、子どもの人生からみると長時間で影響も大

きい」と指摘しています。特に保育者のマスク

着用は子どもに保育者の顔が見えず、言葉を獲

得する時期にある乳幼児期の与える影響は大き

いと述べています。さらにはいつもと同じ日常

が過ごせないことでストレスを感じるなどメン

タルヘルスの問題や感染を恐れて予防接種を控

えることで新型コロナウィルス以外の感染症の

リスクが高まっている点も挙げています。

　本来的に子どもたちが受けるべき環境や経

験、人間関係などその年齢にふさわしい発達を

遂げるための教育・保育の機会を感染予防への

必要以上の配慮から妨げることは避けるべきだ

と思います。

　新型コロナウィルスは高齢者や大人に対して

は感染力がとても強い上に死亡率も高く、厄介

な後遺症が残り、感染しても無症状の人たちの

いることを考えれば、新型コロナ感染症はとて

も厄介な病気だと思います。

　しかしＷＨＯ（世界保健機関）や国内の専門

機関がマスク着用や手洗い、消毒、換気、３密

を避けることなど徹底すれば、かなり抑え込む

ことができることを指摘しています。

　さらに新型コロナ感染症対策がもたらした結

果として、この１年間少なくとも国内においては、

インフルエンザや特定の感染症が極めて減少し

ており、他の感染症に対しても有効な手段であ

ることが実証されたといってよいと思います。

　保育者を含めて子どもと接する大人は新型コ

ロナ感染症を正しく理解し、感染対策をしっか

り行い、これからを見据えた教育・保育に臨む

べきだと思います。

　日常生活や行事、イベントなどを含め、「今

までどおり」ではなく再度それらを検証し、継

続すべきことの確認と無駄を省き、非合理的な

ものなどの改善、新たな創意工夫をためす期間

として「ピンチはチャンス、禍転じて福となす」

も「有り」ではないでしょうか。
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　民営化になることで、不安な気持ちにならな
いよう子ども一人一人に寄り添い、安心して通
える保育園となるよう日々過ごしてきました。
　公民館との複合施設として地域とのつながり
も大切にし、子育て支援センターを併設し、同
センター利用者の方だけではなく、地域の子育
てサークルさんへの協力やお手伝いもさせてい
ただいております。
　また、鳥取市立城北保育園時代から引き続
いている地域との関わりをそのまま受け継ぎ、

『なかよしグランドゴルフ』『交通安全教室』な
ど行っています。残念なことに、感染予防対策
としてできなかった交流もたくさんありました
が、これからの楽しみとしています。
　『畑はないけどプランター畑はあるで』とい
うことで、プランター栽培活動、また保育園か
ら車で５分ほどの距離にある畑の一部を借りて
サツマイモを育て、園庭で焼き芋パーティーを
するなど食育活動にも力を入れています。
　開設しまだ１年も経っておらず、日々手探り

鳥取の保育園

私たちの園

― 第８回　くらふと広報誌からの保育園紹介 ―

社会福祉法人 さとに会
城北保育園

　昭和48年に鳥取市立城北保育所としてスタートした47年間の歴史ある保育園をこの度、民営化と
して社会福祉法人さとに会が運営を行うことになりました。民営化に伴
い、国道53号線に面した広い敷地に鳥取市城北地区公民館と共に複合施
設として新設され、令和２年４月より開園いたしました。
　国道沿いということもあり園前は交通量が多く、目の前には日本海テ
レビ本社を始め、周辺は娯楽施設や飲食店が建ち並び、賑やかな街の中
の保育園です。しかし、園舎を背にし園舍裏を見ると、目の前には地域
の公園、鳥取市のシンボルである久松山、雁金山がそびえ立ち、千
代川、袋川も流れ四季折々の様子がみられます。また、少し歩けば、

『重箱公園』もあり、自然体験が出来る環境もあります。
 【さとに会保育理念】
　愛がいっぱい　笑顔あふれる保育園
 【さとに会基本方針】
　・常に利用者の立場に立ってニーズに応え、サービスの質の向上
　　に努めます。
　・一人一人の人格を尊重し、お互いの信頼関係をよりよく構築し
　　ます。
　・地域、自然、人との関わりのなかで豊かな人間性の育成をめざします。
 【さとに会めざす子ども像】
　・明るく活発で元気な子ども
　・親切で友だちと仲良くする子ども
　・よく考えて行動する子ども
 【城北保育園　保育目標】
　いきいきと遊びきる子ども
　　～豊かなこころ　元気な　からだ　
　　　　　　　　笑顔あふれる城北のこども～　をテーマに
　○のびのびと体を動かし遊ぶ子ども
　○心身ともに豊かなこども
　○思いやりのある子ども
　○いろいろなことに興味関心を持つこども
　○最後までやりぬく子ども

城北保育園 園長
　有本　睦美

（ありもと　むつみ）氏
城北保育園は令和２年４月
に、鳥取市立保育園から民
営化となり、社会福祉法人
さとに会　城北保育園とし
てスタートしました。現在、
138名の園児が在籍してい
ます。

所在地：鳥取市青葉町３丁目121-1
定員：150名
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で過ごしていることもあります。
子ども達の笑顔あふれる保育園になるよう、ま
ずは職員の笑顔から。おしゃれでかわいいカ

フェをイメージした職員ミーティングルームで、
楽しい会話の中から、楽しい保育を目指し頑
張っています。

ポイント①
 街の中でも自然あり
　園舎裏の青葉公園は宝箱です。春には満開の
桜、夏には虫探し、秋には落ち葉遊びを楽しむ
ことができます。２歳児は、手作りのポシェッ
トの中に、お気に入りの落ち葉を拾い集めご満
悦です。

ポイント③
 城北だからこそ『城』
　『城北』という名前から公民館は和のお城を
イメージ、保育園は洋のお城をイメージとして
園庭を囲むように建っています。森の中で絵本
を読んでいるかのような絵本コーナーを始め
ちょっぴりこだわりある園舎となっています。
のびしろ

4 4

（城）十分♪日々成長です。

ポイント②
 元気いっぱいのびのびと遊ぶ
　城北保育園の園庭には大型遊具はありませ
ん。広い芝生が何よりの遊び場です。
　思いっきり走る！ボールを思いっきり投げ
る！おもいっきり動く !!!
　子どもと一緒に担任も元気いっぱい、力いっ
ぱい遊んでいます。

園を知る３つのポイント
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　今年度はコロナ禍での保育活動となり、子ど
も達の安全と心の充実を図る為、毎日の保育の

あり方、行事の見直しなどに何度も話し合いを
重ねて取り組んできました。夏の恒例行事が中

鳥取の保育園

私たちの園

― 第９回　くらふと広報誌からの保育園紹介 ―

社会福祉法人 晴天会
栴檀保育園

　立地：水木しげるロードにほど近く、散歩コースとして活用できるくらいの距離にあります。
　歴史：栴檀保育園は、昭和15年10月当時、日支事変の激化の時代に戦死者遺児、出征軍人軍属を
対象に初代園長西村長太郎が事業を開始しました。昭和23年に認可保育園となり、５度の園舎建築、
増築を経ています。
　現在、設立80年という境港市で最も歴史のある保育園として成長を続けています。
＜保育理念＞
　安心、安全な環境の中で、一人ひとりの子どもの個性を尊重し、保
護者と地域との和を大切にする保育園。

＜保育方針＞
　日々の生活の中で、１人ひとりの成長をとらえ、健康な身体と豊か
な心をもった子どもを育成する。

＜保育目標＞
　・やさしい心…思いやりのある、やさしい子
　・がんばる心…健康で明るく、何事にもあきらめないで取り組む子
　・かんしゃの心…感謝の気持ちを持って過ごす子。
　この３つの心を柱に掲げています。

＜令和2年度重点目標＞
　『いっぱい咲かせようありがとうの花』をテーマに、命の大切さや、元気な身体で過ごす喜びを
知り、人や物への感謝の気持ちをもてる保育園を目指し取り組みを
行っています。
　各クラスには、大きな「ありがとうの木」を掲げ、保育中の中での「あ
りがとう」と感じられた出来事を見つけていき、この一年でありがと
うの花を沢山咲かせようと、取り組んでいます。
　また、家庭でも子ども達に対する “ ありがとうの花 ” を咲かせても
らい家庭とも「ありがとう」の思いや心の成長を共有しています。

栴檀保育園 園長
　西村　清彦
（にしむら　きよひこ）氏

　所在地：鳥取県境港市
� 東本町83
　定員：120名（0～5歳児）
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止される中、自園では、１週間の「せんだん祭」
を保護者会の協力のもと企画、開催しました。
オープニングの手作りお神輿から始まり、日替
わりで夏を感じられる催し（ジュースの掴み取
り・お菓子釣り・ヨーヨーつり・かき氷・光る
ブレスレットなど）に、子どもたちは目を輝か
せていました。フィナーレの花火大会では、大
きなスクリーンに打ち上げられる色とりどりの
花火の映像に吸い込まれていく子ども達の表情
や、打ち上がる前の静寂と打ち上がった時の大
歓声に子ども達の心の充実が感じられ、特別な

ひと時となりました。
　また、家庭生活でステイホームが増える中、
園ではしっかり体を動かす保育を心掛けまし
た。心高ぶる音楽で朝のマラソンをしたり、チャ
レンジキッズと題して「みんなで楽しめる運動
遊び」を行い、色々な動物の動きに挑戦したり、
ビーチフラッグで競争したり、ボール遊びで走
り回ったりと体を存分に使って楽しみました。
様々な活動を試行錯誤しながらの保育となりま
したが、これからも子ども達の豊かな心と体を
育む保育に努めていきたいと思います。

ポイント①
 地域と共に
　夏に開かれる「みなと祭」では、年長児が毎
年ステージで傘踊りを披露しています。子ども
達のキラキラ輝く姿を見ていただき、地域の
方々と共にお祭りを盛り上げています。子ども
達の堂々たるたくましい姿に、たくさんの感動
と喜びの声をいただいております。

ポイント②
 緑や自然と親しみ遊びが広がる保育園
　園庭の芝生の上で、のびのびと体を動かして
います。さらに園庭を拡大し、畑では年令ごと
に、さつま芋や夏野菜作りに取り組んだり、丘
や野原では自然を感じながら季節の遊びも楽し
んでいます。只今、「遊び込める環境を作ろう」
をテーマに保護者の方々と一緒になって、土遊
びが思いきり出来る砂場作りも進めているとこ
ろです。

ポイント③
 食育活動
　紙芝居やイラストなどの食育媒体を使い、子
ども達に分かりやすく栄養の源や、食材の命の
大切さを伝える『食育教室』を行っています。
また、１歳児から年齢に応じた『給食のお手伝
い活動』も行っています。子ども達は小さな手
で野菜の感触を感じながら夢中になってちぎっ
たり、おったり、むいたり、きったりしていま
す。お手伝いしたことで、翌日に食する喜びに
もつながり、感謝の心でいただく気持ちが育っ
ています。

園を知る３つのポイント
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い
ま
す
。
実

は
、こ
う
い
っ
た
方
が
全
国
に
沢
山
い
る
こ
と

が
様
々
な
調
査
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
保

育
士
確
保
に
は
、
採
用
と
定
着
を
一
体
的

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
で

は
、
日
々
定
着
を
意
識
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

私
も

「
潜
在
保
育
士
」
と
い
う
同
じ
立

場
に
な
っ
た
時
に
、
ブ
ラ
ン
ク
と
い
う
の
は
、

予
想
以
上
に
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

忘
れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
復
職
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
み
て
も
「
で
き
そ
う
も
な
い
」
「
怖
い
」

と
思
っ
て
し
ま
う
自
分
が
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン

鳥取県保育士・保育所支援センター紹介

センター運営でわかってきたこと
鳥取県保育士・保育所支援センター　中 井 一 途

　保育現場の皆様のご理解・ご協力をいただきながら運営
をしています「鳥取県保育士・保育所支援センター」は
平成28年４月のスタートから５年が経ちました。今回は、
保育士の採用等にかかる状況をお伝えしながら、センター
の活動をご紹介します。

 

潜
在
化
す
る
理
由

 

復
職
に
際
し
配
慮
し
て
い
る
点

▲鳥取市伏野の就職相談
コーナー。保育関連書籍・
雑誌の閲覧もできます。

就職イベントでの▶
相談の様子

保育士・保育所支援センターとは？
待機児童の解消や女性就労の増加に伴う
「保育の受け皿整備」に対応する「保育
の担い手確保」のために国が実施する「保
育人材の確保に向けた総合的な対策」の
ひとつ。現在、全国45都道府県64箇所
（＊）に設置されており、潜在保育士の
掘り起こし及び保育事業者とのマッチン
グ支援（職業紹介）を中心に様々な取組
みが行われています。
� （＊）平成31年４月時点
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ク
数
年
の
私
が
そ
う
な
の
で
、
皆
さ
ん
は
そ

れ
以
上
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ブ
ラ
ン
ク

を
埋
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
等
も
セ
ン
タ
ー

で
は
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
採
用
後
に
実
際

に
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
仕
事
に
慣
れ
る

プ
ロ
セ
ス
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
就
職
後
の
こ
と
を
で
き
る
限
り
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
保
育
士
を
必
要
以
上
に
煌
び
や
か

に
見
せ
た
り
事
実
を
過
大
に
伝
え
た
り
す

る
こ
と
は
、
離
職
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
の

で
控
え
て
い
ま
す
。
就
職
が
決
ま
っ
た
際
に

は
、
「
就
職
後
数
カ
月
は
想
像
す
る
よ
り
も

ハ
ー
ド
で
す
」
と
、
ご
本
人
に
正
直
に
伝
え

ま
す
。
一
方
で
、
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
方
や
保

育
士
試
験
を
合
格
さ
れ
て
現
場
に
来
る
方

は
、
あ
る
意
味
、
実
習
を
こ
な
し
て
い
る

学
生
よ
り
も
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
な
こ
と
も
お

伝
え
し
た
い
で
す
。
復
職
（
就
職
）
後
の
フ
ォ

ロ
ー
意
識
が
組
織
と
し
て
ど
れ
だ
け
醸
成

さ
れ
て
い
る
か
が
、
保
育
士
確
保
の
鍵
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
は
以
下
の
図
の
と

お
り
で
す
。
現
在
、
来
年
度
に
向
け
、
次
の

事
業
を
検
討
し
て
い
ま
す
（
内
容
や
事
業

名
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

　

セ
ン
タ
ー
は
保
育
士
確
保
・
定
着
・
魅
力

発
信
と
、
今
後
、
取
組
み
を
さ
ら
に
拡
大

し
て
い
く
予
定
で
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

経
済
的
支
援

情
報
発
信

イ
ベ
ン
ト
等

高校生 保育士養成校学生
（短大、専門学校、
大学生等）

保育士等
（求職者）

保育士等(現任)
・事業主

鳥取県保育実習等
旅費支援

就職支援 定着支援

エルダー・メンター制度
導入助成金

見て！聞いて！魅力ある私たちの職場保育施設就職フェス

鳥取県保育士就職準備
金貸付制度

鳥取県保育士等
修学資金貸付（県）

保育士修学資金貸付
（県）

鳥取県未来人材育成
奨学金支援助成金（県）

現役保育士・事業主
相談窓口

（ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ専門相談）

保育士等
就職支援セミナー

鳥取県保育士保育料貸付制度
（現役保育士等の利用は、育休復帰に限る）

ふるさと応援鳥取アプリ
「とりふる」（県）

鳥取県保育士・保育所支援センター情報紙「とりっぽ通信」の発行
※年4回発行（5月、8月、11月、2月）

園の訪問・調査等による情報収集
→求職者等への情報提供

進学促進

【問合せ先】社会福祉法⼈⿃取県社会福祉協議会
⿃取県保育⼠・保育所⽀援センター
〒689-0201 ⿃取市伏野1729-5県⽴福祉⼈材研修センター内
電話0857-59-6342 ファクシミリ0857-59-6341 Ｅメールhoikucenter@tottori-wel.or.jp

新

保育のおしごと体験事業新

「鳥取県版」 ようこそ先輩！」事業
（出前講座）

令和３（2021）年度 鳥取県保育士・保育所支援センター」取組み

利用時間／月～金 8：30～17：00
（祝日・年末年始は除く）

フェイス
ブック

 （鳥取県議会2月定例会に提案）

新

 

今
後
の
取
組
み

●
見
て
！
聞
い
て
！
魅
力
あ
る
私
た

ち
の
職
場 

保
育
施
設
就
職
フ
ェ
ス

　

潜
在
保
育
士
や
学
生
を
対
象
と
し
た

就
職
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
学
生
へ
の

イ
ベ
ン
ト
周
知
の
た
め
、
隣
県
や
関
西
方

面
の
県
外
養
成
校
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
訪
問
し
ま
す
。

●
「
鳥
取
県
版 

よ
う
こ
そ
先
輩
！
」
事
業

　

若
手
の
現
役
保
育
士
に
よ
る
出
身
校
で

の
出
前
講
座
を
行
い
ま
す
。
主
に
高
校
段

階
で
、
仕
事
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、保
育
士
を
目
指
す
学
生
が
増
え
、

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
に
も
繋
が
り
ま
す
。

●
保
育
の
お
し
ご
と
体
験
事
業

　

潜
在
保
育
士
や
高
校
生
を
対
象
と
し
、

保
育
現
場
で
就
業
体
験
を
行
い
ま
す
。
体

験
を
通
し
て
就
職
後
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

く
な
り
、
将
来
的
な
就
職
に
繋
げ
ま
す
。
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各
研
修
会
報
告

　
令
和
２
年
度
は
、
世
界
中
が
未
知
の

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
保
育
現
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
追
わ
れ
、
職
員

の
皆
様
の
疲
弊
は
大
変
だ
っ
た
こ
と
と

察
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
参
集
型

の
研
修
は
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
保
育
所
等
に
勤
務

す
る
職
員
は
、
保
育
所
保
育
指
針
に
記

載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
『
質
の
高
い
保

育
を
展
開
す
る
た
め
、
絶
え
ず
、
一
人

一
人
の
職
員
に
つ
い
て
の
資
質
向
上
及

び
職
員
全
体
の
専
門
性
の
向
上
を
図
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
あ

り
ま
す
。

　
鳥
取
県
子
ど
も
家
庭
育
み
協
会
の
正

副
会
長
会
や
企
画
・
研
修
委
員
会
で
は
、

ど
の
よ
う
な
形
で
研
修
会
が
開
催
で
き

る
か
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
年
度

後
半
に
は
な
り
ま
し
た
が
、w

eb

方
式

で
の
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
至
り
ま

し
た
。
企
画
・
研
修
委
員
会
も
初
め
て

の
こ
と
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
もw

ith

コ
ロ
ナ
の
時
代
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。参
集
型
の
研
修
は
、

し
ば
ら
く
難
し
い
状
況
が
続
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
企

画
・
研
修
委
員
会
で
は
、
そ
の
時
々
に

合
わ
せ
た
研
修
の
方
法
を
検
討
し
、
保

育
士
等
の
専
門
性
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
会
員
の
皆
様
の
研
修
の
機
会
を

確
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
年
の
食
育
研
修
会
で
上
越
教
育
大

学
大
学
院
の
野
口
孝
則
先
生
の
お
話
を

聞
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で

実
施
を
危
ぶ
ん
で
い
ま
し
た
。
リ
モ
ー

ト
に
な
り
ま
し
た
が
、
食
育
研
修
会
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
話
が

具
体
的
で
日
常
の
自
分
自
身
の
経
験
や

体
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
集
中
し
て

講
座
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

画
面
越
し
と
は
い
え
リ
モ
ー
ト
だ
と
講

師
の
先
生
が
よ
く
見
え
、
集
中
し
て
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
研
修
会
を
受
け
て
新
た
な
学
び
が
あ

り
ま
し
た
。
第
一
に
、
食
育
を
行
う
こ

と
で
、
保
育
の
専
門
性
や
質
も
高
ま
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。「
楽
し
い
」「
お

い
し
い
」と
い
う
食
に
対
す
る
気
持
ち
、

食
事
が
お
い
し
い
と
実
感
で
き
る
場
面

で
、
保
育
士
の
言
葉
か
け
が
大
事
で
あ

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
次
に
、
子
ど

も
た
ち
の
生
活
と
と
も
に
あ
る
「
食
」

で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
食
へ
の
関

心
を
育
て
る
保
育
が
食
べ
る
こ
と
を
楽

し
む
子
ど
も
を
育
て
る
、
そ
れ
は
つ
ま

り
毎
日
が
幸
せ
な
気
持
ち
で
過
ご
す
こ

と
に
他
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
食
育
を
充
実
す
る
た
め
に
は
ま

ず
身
近
な
大
人
が
食
へ
興
味
・
関
心
を

高
め
、
食
を
楽
し
む
姿
を
見
せ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し

た
。
食
事
を
言
葉
で
表
現
し
伝
え
お
い

し
く
食
べ
さ
せ
る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
、

食
は
優
し
さ
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
食
事
の
時
間
を
共

有
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
子

ど
も
と
過
ご
す
食
事
の
大
切
さ
を
改
め

企
画
・
研
修
委
員
長
　
山
本
　
克
宝

  

第
１
回
食
育
研
修
会

さ
と
に
保
育
園
　
山
本
真
由
美
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て
考
え
、
ま
ず
は
職
員
が
食
へ
の
関
心

を
高
め
、
食
事
を
大
切
に
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
感
染
症

防
止
に
努
め
衛
生
面
に
気
を
つ
け
安
全

に
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
11
月
25
日
～
11
月
29
日
を

配
信
期
間
と
し
て
第
１
回
目
の
乳
児
保

育
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
社
会
福
祉
法
人
　
日
本
心
身

障
害
児
協
会
島
田
療
育
セ
ン
タ
ー
　
言

語
聴
覚
士
・
絵
本
専
門
士
　
圓
山
哲
哉

氏
を
お
迎
え
し
、「
こ
と
ば
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
と
絵
本
を
通
し

た
関
わ
り
に
つ
い
て
～
言
語
聴
覚
士
・

絵
本
専
門
士
の
立
場
か
ら
～
」と
題
し
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
こ
と
ば
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
定
期
発
達
と
そ
れ
ら
に
大
切

な
こ
と
や
発
達
を
促
す
関
わ
り
方
に
つ

い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

と
ば
と
は
、
①
発
語
②
意
味
の
理
解
③

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
が
あ

り
、
そ
れ
ら
に
よ
り
こ
と
ば
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
が
果
た
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
こ
と

ば
の
氷
山
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
氷
山
の
頂
上
『
言
え
る
言
葉
』
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、『
わ
か

る
言
葉
』
さ
ら
に
『
わ
か
る
こ
と
が
ら
』

の
土
台
を
増
や
す
関
わ
り
が
大
切
だ
と

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
と
ば
の
発
達
は
脳
全
体
の

発
達
と
の
こ
と
で
し
た
。
睡
眠
時
間
を

確
保
し
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と

で
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
で
疲
れ
た
脳

が
修
復
さ
れ
、
ま
た
新
し
い
こ
と
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
食
事
時
間
を
一

定
に
し
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
で

お
腹
が
す
い
た
時
に
食
べ
る
お
い
し
さ

を
経
験
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
こ
こ
ろ

育
て
も
大
切
で
「
面
白
い
」「
楽
し
い
」

な
ど
の
プ
ラ
ス
の
感
情
が
伴
う
と
記
憶

に
残
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
ば
を
育
て
る

土
台
づ
く
り
の
た
め
、
保
育
者
は
心
の

安
全
基
地
と
な
り
、
好
き
な
こ
と
、
楽

し
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
で
き
る
よ

う
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
言
葉
を
育
む
言
葉
か
け
や
関
わ
り
方

　
第
２
回
乳
児
保
育
研
修
会
が
、
12
月

９
日
～
13
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
で
開

の
ポ
イ
ン
ト
、
発
達
段
階
ご
と
に
効
果

的
な
絵
本
の
一
例
な
ど
保
護
者
の
方
に

も
伝
え
た
い
と
感
じ
る
お
話
も
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
ば
育
て
や
保
護
者
支
援
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

  

第
１
回
乳
児
保
育
研
修
会

上
井
保
育
園
　
福
本
　
晃
己

  

第
２
回
乳
児
保
育
研
修
会

よ
ね
さ
と
保
育
園
　
山
本
　
優
子
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催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
第
１
回
乳
児

保
育
研
修
会
に
引
き
続
き
、
圓
山
哲
哉

先
生
に
『
絵
本
を
通
し
た
関
わ
り
の
紹

介
』
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
言
語
聴
覚
士
・
絵
本
専
門
士
と
し
て

第
１
回
の
内
容
と
関
連
付
け
な
が
ら
絵

本
を
通
し
た
関
わ
り
に
つ
い
て
、
絵
本

選
び
の
ポ
イ
ン
ト
や
言
葉
を
育
ん
で
い

く
た
め
に
必
要
な
関
わ
り
方
の
紹
介
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
家
庭
に
お

い
て
は
子
ど
も
に
読
ん
で
と
せ
が
ま
れ

た
り
、
寝
か
せ
つ
け
や
子
ど
も
の
気
持

ち
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
で
あ
っ
た

り
、
保
育
園
で
は
活
動
の
切
り
か
え
の

時
に
読
ん
だ
り
と
、目
的
は
様
々
で
す
。

読
み
聞
か
せ
の
持
つ
意
義
と
し
て
は
、

内
生
的
意
義
（
本
を
読
む
こ
と
、
そ
の

世
界
を
楽
し
む
こ
と
や
内
容
を
理
解
す

る
も
の
か
ら
生
じ
る
意
義
）
と
外
生
的

意
義
（
本
を
読
む
こ
と
の
結
果
と
し
て

の
所
産
や
効
果
が
他
の
目
標
の
手
段
と

し
て
働
く
意
義
）
に
分
類
さ
れ
、
ど
ち

ら
も
言
葉
を
育
て
て
い
く
上
で
大
切
で

あ
る
と
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
絵
本
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

こ
の
月
齢
の
子
に
は
、
こ
れ
を
読
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く

大
切
な
の
は
、
そ
の
子
が
何
に
興
味
・

関
心
が
あ
る
か
を
よ
く
観
察
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
達
に
絵
本
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
も

一
つ
の
答
え
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　
大
人
目
線
で
は
な
く
、
子
ど
も
目
線

に
合
わ
せ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
認

知
、
言
語
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

発
達
段
階
に
も
考
慮
し
な
が
ら
絵
本
選

び
を
し
て
い
き
、
絵
本
を
通
し
て
大
人

も
一
緒
に
読
ん
で
楽
し
い
と
感
じ
な
が

ら
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
き
た
い
と
感

　
本
年
度
の
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
受
講
と
な
り
、
講
師
の
島
根
大

学
人
間
科
学
部
教
授
　
岩
宮
恵
子
先
生

か
ら
「
現
代
の
保
護
者
支
援
の
在
り
方

を
考
え
る
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
保
護
者
の
状
況
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
不
安
を
感

じ
、気
持
ち
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
家
に
い
る
時
間
が
増
え
、
閉

じ
こ
も
っ
て
社
会
と
の
接
触
が
減
る
と

赤
ち
ゃ
ん
返
り
の
よ
う
な
思
考
に
な
っ

て
し
ま
い
、
自
分
が
相
手
に
対
し
て

怒
っ
て
い
る
の
に
相
手
が
自
分
に
怒
っ

て
い
る
と
逆
さ
ま
に
捉
え
、
信
じ
込
ん

で
し
ま
う
な
ど
の
混
乱
も
起
こ
っ
た
り

す
る
。
こ
う
い
う
現
象
は
、
思
春
期
に

よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
今
は
二
十

代
、
三
十
代
で
も
そ
の
ま
ま
続
い
て
い

る
人
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
の

影
響
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
い
う
話

を
聞
き
、
大
人
の
子
ど
も
性
、
思
春
期

性
の
高
ま
り
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
中
に
は
、
子
ど
も

に
対
し
て
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
可
愛

が
る
こ
と
が
で
き
な
い
母
親
も
い
る
と

い
う
背
景
に
は
、
子
ど
も
の
意
識
の
ま

じ
た
研
修
で
し
た
。

  

施
設
長
研
修
会

つ
ば
さ
保
育
園
　
辻
　
ま
り
子
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ま
に
親
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

や
、
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
大
人
と
子

ど
も
の
境
目
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
な

ど
、
様
々
な
原
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、

子
ど
も
を
育
て
る
の
は
母
性
本
能
で
で

き
る
の
で
は
な
く
、
訓
練
が
必
要
だ
と

い
う
講
師
の
先
生
の
言
葉
は
衝
撃
的
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
以
前
か
ら
の
課
題
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
ネ
ッ
ト
の
普
及
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
、
そ
し
て
保
護
者
の
心
の
成
長
、
環

境
な
ど
、
今
ま
で
と
状
況
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
中
で
、
私
た
ち
も
状
況
を
見

極
め
る
目
を
養
い
、
相
手
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
理
解
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
育
て

て
い
く
と
い
う
気
持
ち
で
、
必
ず
成
長

す
る
と
信
じ
て
関
わ
る
こ
と
が
大
事
と

い
う
言
葉
に
力
を
も
ら
っ
た
研
修
で
し

た
。

 

「
子
ど
も
の
姿
か
ら
読
み
取
る
保
育
に

　
つ
い
て
」

　
主
任
保
育
士
研
修
会
は
、
畿
央
大
学

教
育
学
部
現
代
教
育
学
科
准
教
授
の
永

渕
泰
一
郎
氏
に
よ
る
ワ
ー
ク
を
取
り
入

れ
た
研
修
を
行
っ
た
。
幼
児
期
の
終
わ

り
ま
で
に
育
っ
て
欲
し
い
10
の
姿
と
乳

児
保
育
の
５
領
域
の
関
係
性
を
軸
に
据

え
、
１
枚
の
写
真
か
ら
子
ど
も
の
読
み

取
り
を
行
っ
て
み
る
と
い
う
実
践
型
の

内
容
で
あ
っ
た
。

　
最
初
に
提
示
さ
れ
た
の
は
５
歳
児
が

磁
石
を
使
っ
て
遊
ん
で
い
る
場
面
を
と

ら
え
た
写
真
で
あ
っ
た
が
、
講
師
の
導

き
に
よ
り
１
枚
の
写
真
が
こ
ん
な
に

様
々
な
見
え
方
を
す
る
の
か
、
捉
え
方

に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
も
子
ど
も
の
姿
を

変
化
さ
せ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
と
い
う
新
鮮
な
気
持
ち
を
味
わ
っ

た
。
フ
ラ
ッ
ト
に
子
ど
も
を
捉
え
て
い

る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
自
分
は
本
当
に

形
骸
的
に
子
ど
も
を
見
て
い
な
い
か
、

先
入
観
を
持
っ
て
子
ど
も
を
見
て
い
な

い
か
、
改
め
て
見
つ
め
直
し
て
み
た

い
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
気
付
い
た
こ

と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
が
増
え
れ
ば

増
え
る
ほ
ど
子
ど
も
た
ち
を
多
角
的
に

見
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
自
分
自
身
の
感
性
も
磨
き
つ
つ
、

周
囲
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
ら
れ
る
寛

容
さ
と
、
互
い
を
認
め
合
う
信
頼
関
係

を
保
育
士
集
団
の
中
で
築
い
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　
講
義
の
中
で
、「
乳
児
保
育
の
養
護

と
５
領
域
を
考
え
る
際
に
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
５
領
域
が

そ
れ
ぞ
れ
独
立
せ
ず
に
重
な
り
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
件

が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
５
領
域
は
平
面

で
は
な
く
球
体
を
見
る
よ
う
に
様
々
な

角
度
か
ら
と
ら
え
る
視
点
が
必
要
だ
」

  

主
任
保
育
士
研
修
会

美
和
保
育
園
　
山
本
　
大
路
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こ
と
に
着
目
す
る
評
価
の
ま
な
ざ
し
に

な
っ
て
い
な
い
か
。
そ
う
で
は
な
く
、

豊
か
な
ま
な
ざ
し
・
共
感
の
ま
な
ざ
し

で
子
ど
も
を
見
る
こ
と
で
、
そ
の
子
が

今
持
っ
て
い
る
力
を
発
揮
で
き
る
方
法

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
。
て
い
ね
い
に
時
間
を
か
け

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
と
保
育
者
と
の

安
心
で
き
る
関
係
を
紡
ぎ
、
子
ど
も
の

行
動
だ
け
で
な
く
そ
の
理
由
を
考
え
、

子
ど
も
の
心
も
ち
を
想
像
し
て
寄
り
添

う
こ
と
が
大
切
で
、
保
育
者
が
多
様
な

価
値
観
を
も
ち
、
発
想
の
転
換
を
す
る

こ
と
で
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
の
手
立

て
を
思
い
つ
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
日
々
の
保
育
の

中
で
「
少
し
で
も
で
き
る
よ
う
に
し
て

あ
げ
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
い
ほ
ど

子
ど
も
を
多
面
的
に
見
ら
れ
な
く
な
り

子
ど
も
の
困
り
感
か
ら
離
れ
、
関
係
性

ま
で
崩
れ
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
、
保

育
を
振
り
返
る
と
共
に
、
他
者
の
考
え

や
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
性
も
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
気
に
な
る
子
に
関
わ
る
職
員

は
「
自
分
の
せ
い
？
」
と
一
人
で
か
か

え
込
み
苦
し
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
保
護

者
も
同
じ
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
人
の
百
歩
よ
り
百
人
の
一
歩
」
と

先
生
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
担
当
職
員

の
み
な
ら
ず
、
職
員
同
士
・
職
員
と
保

護
者
が
つ
な
が
る
と
共
に
、
子
ど
も
を

含
め
、
誰
も
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
る
関
係

づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
を
尊

重
し
、
支
え
合
い
、
認
め
合
え
る
共
生

と
い
う
お
話
も
あ
っ
た
。
球
体
を
見
る

視
点
と
い
う
の
は
、
子
ど
も
を
見
る
視

点
に
通
ず
る
よ
う
に
思
う
。

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
視
点
を
変

え
れ
ば
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
子
ど
も

の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と

や
、
個
人
の
気
付
き
に
は
限
界
が
あ
る

こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

た
く
さ
ん
の
目
が
子
ど
も
を
捉
え
る
こ

と
で
、
そ
の
子
ど
も
の
持
ち
味
や
よ
り

良
い
保
育
者
の
援
助
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
、
そ
ん
な
保
育
が
展
開
で
き
る

よ
う
こ
の
内
容
を
活
か
し
て
い
き
た

い
。

　
最
後
に
、
講
師
の
永
渕
氏
は
私
の
か

つ
て
の
同
窓
生
で
あ
る
。
卒
業
以
来
１

度
も
会
っ
て
い
な
い
の
で
実
は
今
回
の

講
演
を
密
か
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

だ
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
敢
え
な
く
リ

モ
ー
ト
研
修
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
騒

動
が
落
ち
着
い
た
ら
、
御
礼
方
々
訪
ね

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
２
月
12
日
（
金
）
か
ら
５

日
間
、
障
が
い
児
保
育
研
修
会
が
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
独
立
行

政
法
人
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究

所
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
推

進
セ
ン
タ
ー
の
久
保
山
茂
樹
氏
で
、「
気

に
な
る
子
の
視
点
か
ら
保
育
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
～
共
生
社
会
の
担
い
手

を
育
む
た
め
に
～
」
と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
始
め
に
「
気
に
な
る
子
」
を
一

人
思
い
浮
か
べ
、
ど
ん
な
子
ど
も
か
一

言
で
書
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
ま
ず
、子
ど
も
の
「
で
き
な
い
」

  

障
が
い
児
保
育
研
修

福
生
保
育
園
　
中
山
　
恵
子
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育
み
協
会
青
年
部
で
は
例
年
、
保
育

園
に
勤
め
て
１
～
２
年
目
の
初
任
・
初

級
保
育
士
の
方
を
対
象
に
年
３
回
の
継

続
し
た
研
修
会
を
企
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
鳥
取
県

子
ど
も
家
庭
育
み
協
会
主
催
の
研
修
会

で
初
のZ

o
o
m

を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
会
を
令
和
３
年
２
月
25
日
に
行
い

ま
し
た
。

　
講
師
は
保
育
の
安
全
研
究
・
教
育
セ

ン
タ
ー
の
（
心
理
学
博
士
）
掛
札
逸
美

氏
。「
保
育
の
価
値
と
リ
ス
ク
、
深
刻

事
故
予
防

：

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
も
と
で
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
初
任
・
初
級
保
育
士
の
方
と

共
に
、
施
設
長
等
管
理
職
の
方
々
に
も

研
修
会
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ま
ず
先
生
は
、
保
育
に
お
け
る
価
値

と
リ
ス
ク
を
考
え
、
頭
の
中
に
そ
の
天

秤
を
置
い
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば

睡
眠
は
生
き
物
に
と
っ
て
不
可
欠
な
価

値
で
あ
る
。
し
か
し
特
に
生
後
12
か
月

未
満
の
子
ど
も
に
は
窒
息
等
（
原
因
が

わ
か
る
死
亡
）
やS

ID
S

（
原
因
の
分

か
ら
な
い
死
亡
）
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
預
け
始
め
、

睡
眠
中
の
突
然
死
が
起
こ
る
背
景
に
は

何
ら
か
の
原
因
（
ス
ト
レ
ス
）
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。新
年
度
を
迎
え
、

新
入
園
児
が
４
月
に
限
ら
ず
年
度
途
中

に
入
園
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
入
園
し

て
１
カ
月
程
度
は
何
歳
児
で
あ
ろ
う
と

緊
張
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
睡
眠
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
の
は
た
だ
呼

吸
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
子
の
「
い
つ
も
」
を
知

る
た
め
の
も
の
で
、
新
入
園
児
の
「
い

つ
も
」
は
ま
だ
知
ら
な
い
た
め
、
保
育

士
の
そ
ば
に
寝
か
せ
０
歳
児
と
同
じ
よ

う
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
丁
寧
に
一
人

ひ
と
り
の
様
子
を
学
ぶ
時
間
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
他
に
も
貴
重
な
お
話
を
拝

聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
他
人
の
子
ど
も
の
命
を
預
か
る
仕
事

を
す
る
専
門
家
と
し
て
す
べ
き
こ
と

（
責
任
）
を
し
っ
か
り
行
い
、
保
育
の

現
場
で
働
く
我
々
が
正
し
く
理
解
し
、

乳
幼
児
期
に
必
要
な
経
験
を
日
々
創
意

工
夫
し
な
が
ら
実
践
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

社
会
の
形
成
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

  

初
任
・
初
級
保
育
士

　
　
　
　
　
　  
研
修
会

賀
露
み
ど
り
保
育
園
　
和
田
　
知
之



く ら ふ と（14）第  32・33 合併号 令和３年３月１日

氏
　
名

所
　
属

役
職
名

芦
川
　
順
子

保
育
所
鳥
取
み
ど
り
園

保

育

士

安
達
　
仁
美

ね
む
の
木
保
育
園

主
任
保
育
士

伊
藤
　
悦
子

認
定
こ
ど
も
園
仁
慈
保
幼
園

調

理

員

井
上
　
　
道

こ
た
か
保
育
園

園

長

補

佐

井
上
　
祐
子

み
の
り
保
育
園

保

育

士

大
森
　
和
絵

ゆ
り
か
ご
保
育
園

保

育

士

上
灘
　
有
子

東
保
育
園

園

長

補

佐

川
島
　
靖
子

保
育
所
鳥
取
み
ど
り
園

事

務

員

河
村
　
明
美

わ
か
ば
台
保
育
園

保

育

士

長

木
村
早
智
江

つ
ば
さ
保
育
園

保

育

士

小
林
　
夏
美

む
つ
み
保
育
園

主
任
保
育
士

澤
田
　
祐
子

鳥
取
あ
す
な
ろ
保
育
園

副
主
任
保
育
士

汐
田
絵
理
子

ゆ
り
か
ご
保
育
園

保

育

士

清
水
　
真
弓

か
ん
ろ
保
育
園

主
任
保
育
士

谷
本
　
眞
奈

保
育
所
鳥
取
み
ど
り
園

調

理

員

　
ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
２
年
度 

鳥
取
県
子
ど
も
家
庭 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
み
協
会
会
長
表
彰

氏
　
名

所
　
属

役
職
名

田
村
　
　
茜

か
い
け
わ
か
ば
園

保

育

士

土
井
　
加
苗

ゆ
り
か
ご
保
育
園

副
主
任
保
育
士

中
江
和
貴
子

久
松
保
育
園

副
主
任
保
育
士

中
野
　
佳
穂

さ
と
に
保
育
園

副
主
任
保
育
士

難
波
　
里
美

み
な
み
保
育
所

主
幹
調
理
師

西
村
　
明
子

崎
津
保
育
園

園

長

補

佐

羽
田
　
和
恵

大
正
保
育
園

副
主
任
補
佐

福
安
　
梨
加

む
つ
み
保
育
園

主
任
保
育
士

松
尾
　
　
賢

認
定
こ
ど
も
園
仁
慈
保
幼
園

保

育

教

諭

丸
山
あ
を
い

夜
見
保
育
園

主
任
保
育
士

森
本
　
千
恵

保
育
所
鳥
取
み
ど
り
園

保

育

士

山
根
　
　
愛

保
育
所
鳥
取
み
ど
り
園

保

育

士

山
根
　
弓
佳

む
つ
み
保
育
園

保

育

士

和
田
依
里
子

ね
む
の
木
保
育
園

主
任
保
育
士

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

　
鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、

県
社
協
）
で
は
、
保
育
士
資
格
を
有
し

て
い
る
が
保
育
士
と
し
て
勤
務
し
て
な

い
方
（
以
下
、
潜
在
保
育
士
）
を
対
象

に
、
就
職
（
復
職
）
に
向
け
た
環
境
を

整
備
し
、
保
育
士
確
保
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
保
育
士
就
職
準
備

金
等
貸
付
事
業
（
以
下
、
本
事
業
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
事
業
の
貸
付
種
類
は
次

の
２
種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

◆
貸
付
種
類
一
　
未
就
学
児
を
持
つ
潜

在
保
育
士
の
就
職
又
は
復
職
に
対
す
る

保
育
料
の
一
部
貸
付

 

【
対
象
要
件
】
次
の
①
、
②
ど
ち
ら
か

に
該
当
し
、
③
の
要
件
を
満
た
す
者

①
未
就
学
児
を
持
つ
潜
在
保
育
士
が
、

新
た
に
保
育
士
と
し
て
保
育
所
、
認
定

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
（
た
だ
し
預
か
り

保
育
を
常
時
実
施
し
て
い
る
こ
と
）、

地
域
型
保
育
事
業
、一
時
預
か
り
事
業
、

病
児
保
育
事
業
に
お
い
て
、
週
二
十
時

間
以
上
勤
務
す
る
。

②
保
育
所
等
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
未
就

学
児
を
持
つ
保
育
士
で
あ
っ
て
、
産
後

休
暇
又
は
育
児
休
職
か
ら
復
職
す
る
。

③
保
育
所
等
に
就
職
又
は
復
職
し
た
日

か
ら
起
算
し
、
六
ヶ
月
以
内
に
申
請
書

類
と
そ
れ
に
添
付
す
べ
き
書
類
全
て
を

県
社
協
に
提
出
す
る
。

 

【
貸
付
金
額
】
未
就
学
児
の
保
育
料
の

半
額
（
十
円
未
満
端
数
は
切
捨
と
し
、

月
額
２
万
７
千
円
を
上
限
）
を
半
期
毎

に
貸
付
け
ま
す
。

 

【
貸
付
期
間
】
保
育
所
等
の
勤
務
開
始

日
か
ら
起
算
し
て
最
長
１
年
間
で
す
。

◆
貸
付
種
類
二
　
潜
在
保
育
士
の
就
職

準
備
金
貸
付

 

【
対
象
要
件
】
次
の
①
、
②
、
③
全
て

の
要
件
を
満
た
す
者

①
潜
在
保
育
士
が
、
保
育
士
と
し
て
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
（
た

だ
し
預
か
り
保
育
を
常
時
実
施
し
て
い

る
こ
と
）、
地
域
型
保
育
事
業
、
一
時

預
か
り
事
業
、
病
児
保
育
事
業
等
に
お

い
て
、
週
二
十
時
間
以
上
勤
務
す
る
。

②
保
育
所
等
に
就
職
し
た
日
か
ら
起
算

し
、
六
ヶ
月
以
内
に
申
請
書
類
と
そ
れ

に
添
付
す
べ
き
書
類
全
て
を
県
社
協
に

提
出
す
る
。

③
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
に
お
け
る
就

職
準
備
金
加
算
を
受
け
て
い
な
い
。

④
過
去
に
本
事
業
に
お
け
る
就
職
準
備

金
貸
付
を
受
け
て
い
な
い
。

 

【
貸
付
金
額
】
就
職
準
備
に
要
す
る
経

費
を
四
十
万
円
以
内
で
一
括
貸
付
し
ま

す
。

　
な
お
、
本
会
が
申
請
さ
れ
た
経
費
毎

に
就
職
準
備
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
か

適
否
を
判
断
し
ま
す
の
で
、
経
費
の
内

容
に
よ
り
貸
付
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
は
保
育
所
等
に
就
職

（
復
職
）
し
た
日
か
ら
起
算
し
、
そ
の

従
事
期
間
の
累
計
が
二
年
間
を
超
え
た

場
合
、
借
受
人
へ
貸
付
金
の
返
還
免
除

申
請
権
が
付
与
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、

返
還
免
除
の
適
用
に
は
、
借
受
人
に
よ

る
返
還
免
除
申
請
権
の
行
使
が
必
要
で

す
）

※
お
問
い
合
わ
せ
先

：

鳥
取
県
社
会
福

　
祉
協
議
会
　
福
祉
振
興
部

　（
○
八
五
七
―
五
九
―
六
三
四
四
）

保
育
士
就
職
準
備
金
等
貸
付
事
業
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令 和 ３ 年 度　研 修 等 計 画
期　　　日 事　　業　　名 場　　　　所 備　　考

５月10日㈪ 鳥取県子ども家庭育み協会 第１回理事会 鳥取市 福祉人材研修センター
５月下旬 鳥取県子ども家庭育み協会 代議員会 書面審議
６月17日㈭ 鳥取県子ども家庭育み協会 第２回理事会 未定
６月 第１回施設長研修会 ＷＥＢ
６月 第 1 回食育研修会 ＷＥＢ
７月 主任保育士研修会 ＷＥＢ
７月 保育士研修会 ＷＥＢ
９月９日㈭～10日㈮ 中国地区保育研究大会 島根県松江市 中国地区保育協議会
11月３日（水・祝） 第 2 回食育研修会 倉吉市 倉吉未来中心
11月10日㈬～11日㈭ 日本保育協会中国・四国ブロック研修会 広島県福山市 日本保育協会中国・四国ブロック
11月16日㈫～17日㈬ 全国保育研究大会 三重県津市 全国保育協議会
１月23日㈰ 第67回鳥取県保育推進研究大会 倉吉市 倉吉未来中心
未定 第２回施設長研修会
未定 初任・初級保育士研修会
未定 第 1 回障がい児保育研修会
未定 第２回障がい児保育研修会
未定 第１回乳児保育研修会
未定 第 2回乳児保育研修会
未定 中国地区保育協議会人材養成研修会 中国地区保育協議会
未定 全国私立保育連盟中国・四国ブロック研修会 全国私立保育連盟中国・四国ブロック
令和３年度は開催されません 全国私立保育園研究大会 全国私立保育連盟
令和３年度は開催されません 保育を高める研究集会 日本保育協会
＊本会の研修事業は、年度前半はＷＥＢ開催を予定しております。
＊集合型の研修事業については、新型コロナウイルス感染症の状況により、中止・延期、ＷＥＢ開催などに変更する場合
　があります。
＊期日及び内容等については、変更となることがありますので御了承ください。

　
一
月
の
初
頭
、
母
を
亡
く
し
た
。
下

宿
先
で
祖
母
の
訃
報
を
聞
い
た
次
男

は
、
帰
省
後
も
お
風
呂
の
脱
衣
所
に
こ

も
っ
て
泣
き
続
け
、
な
か
な
か
母
の
死

に
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

三
歳
で
保
育
園
に
通
う
ま
で
自
宅
で
祖

母
と
過
ご
し
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ

た
次
男
に
は
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
元
気
な
頃
は
親
以
上
に
育
児

に
奮
闘
し
、
最
後
の
最
後
に
身
を
も
っ

て
命
の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ
る
。
祖
父

母
と
い
う
も
の
は
、
か
く
も
あ
り
が
た

い
。�

（
Ｙ
・
Ｄ
）

　
一
年
前
、
は
や
り
始
め
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う

間
に
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
た
り
前

に
行
っ
て
い
た
研
修
や
会
議
や
当
た
り

前
に
や
っ
て
い
た
園
行
事
が
そ
の
ま
ま

で
は
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど

う
密
を
避
け
る
の
か
、
い
か
に
感
染
予

防
す
る
の
か
を
考
え
続
け
た
一
年
だ
っ

た
。

　
大
人
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
続
け
た
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
が
、
で
も
子
ど
も
た

ち
結
構
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
な
あ
、

育
っ
て
い
る
な
あ
と
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
ち
ら
も
こ
こ
の
と
こ
ろ
子
ど
も

た
ち
の
素
敵
な
姿
を
じ
っ
く
り
見
る
こ

と
が
出
来
る
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら

ど
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
の
か
少

し
楽
し
み
な
気
も
す
る
。�

（
Ｋ
）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
広
報
誌
の
編
集

も
思
う
に
任
せ
な
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
が
、
漸
く
今
年
度
最
初
の
「
く
ら
ふ

と
」
発
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
大

変
な
状
況
の
中
、
取
材
、
原
稿
執
筆
に

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�（
Ｍ
・
Ｍ
）

　
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
、
初
の
試
み
で
し

た
が
、
空
き
時
間
を
利
用
し
て
視
聴
で

き
る
、
繰
り
返
し
見
直
す
こ
と
が
出
来

る
等
の
良
さ
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

常
に
忙
し
い
保
育
現
場
で
頑
張
る
皆
さ

ん
の
貴
重
な
時
間
を
有
効
に
使
え
る
学

び
方
な
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
Ｅ
）

　
園
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
恒
例
の

節
分
前
の
「
焼
い
か
が
し
」
作
り
。
自

分
の
心
の
中
の
「
オ
ニ
」
を
次
々
白
状

（
!?
）
す
る
子
ど
も
た
ち
。
ど
う
ぞ
こ

の
子
た
ち
が
こ
の
一
年
健
や
か
に
過
ご

せ
ま
す
よ
う
に
。
私
の
心
の
中
の
オ
ニ

は
「
家
事
を
始
め
る
の
が
い
ち
い
ち
遅

い
オ
ニ
」�

（
仕
事
の
鬼
Ｓ
）

　
今
年
こ
そ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

開
催
さ
れ
る
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

無
観
客
の
可
否
、
森
前
会
長
の
女
性
蔑

視
発
言
な
ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
な

が
ら
迎
え
る
の
で
あ
ろ
う
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
そ
も
そ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

目
的
は
何
な
の
か
？
「
文
化
・
国
籍
な

ど
様
々
な
差
異
を
超
え
・
・
平
和
で
よ

り
良
い
世
界
の
実
現
に
貢
献
」
と
あ
る

が
、
我
々
の
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
利

権
が
絡
み
政
治
の
都
合
で
進
め
ら
れ
て

は
、
い
な
い
だ
ろ
う
か
。�

（
Ｋ
・
Ｋ
）
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